少し 唐突な 話で は あるが、 旧約聖書に たしか ヤコ ブ 

が 天使と 相撲 を 取った 話が ある。 

その 相手の 天使から イスラエル という 名前 を もら つ 

て、 そうして びつ こ を 引きながら 歩いて 行った という 

くだりが あつたよう である。 その 「相撲」 がいった い 

どんな ふうの 相撲であった か さっぱりわからない。 し 

かし、 へ ブライ 語の 相撲と いう 言葉の 根幹 を 成す r ァ 

じんあい 

パク」 という 語 は 本来 「塵埃」 の 意味が あるから や は 

リ 地べたに ころがしつ こ をす るので あつたか もしれ な 

い。 そうして 相撲の 結果と して 足 をく じいて びっこ を 

引く こと もあった らしい。 それから、 これ は 全く 偶然 



では あろうが、 この 同じへ ブライ 語が 「撲」 の 漢音 「ボ 

ク」 に 通ず るの が 妙で ある。 一 方で 和音 「すま ふ」 は 

これ は 相撲の 音から 転じた ものであるに 相違ない。 b 

は 瓜に、 k は h に 変わり やすいから である。 ついでに 

のみの すくね 

もう 一 歩 脱線す ると、 相撲の 元祖と 言われる 野 見宿禰 

の r ス クネ」 とよく 似た へ ブライ 語の 「ズ ケヌ」 は 「長 

老」 の 意味が あるので ある。 

この ヤコ ブと 天使との 相撲の 話 は、 私に はまた 子供 

の 時分に 郷里の 高 知で よく 聞かされた 怪談 を 思い出さ 

せる。 

昔の 土 佐に は 田野の 間に 「シバ テン」 と 称する 怪物 



がいた。 たぶん 「柴 天狗」 すなわち 木の葉 天狗の 意味 

かと 想像 さ れる。 夜中に 田んぼ 道 を 歩 いている とど こ 

から ともなく 小さな 子供が やって来て、 「おじさん、 相 

撲 取ろう」 とい どむ。 これに 応じてう つかり 相手に な 

ると、 それが 子供に 似合わず 非常な 怪力が あって 結局 

ひどい 目に のされて しまう、 というの である。 これと 

並行して また ェン コゥ (河童の 類) と 相撲 を 取っての 

された という 話 も ある。 上記の シバ テン はまた 夜釣り 

の 人の 魚 籠の 中味 を 盗む こと も あるので、 とにかく 天 

使と はだい ぶ 格式が 違う が、 しかし 山野の 間に 人間の 

形 をした 非人 間が いて、 それが 人間に 相撲 をい どむ と 



いう 考え だけ は 一 致して いる。 

自分た ちの 少年 時代に はもう 文明の 光に けおされて 

この シバ テン ども は 人里から 姿 を 隠して しま つていた 

が、 しかし 小学校 生徒の 仲間に は どこか この シバ テン 

の 風格 を 備えた 自然 児の 悪太郎 はたく さんに いて、 校 

庭 や 道ば たの 草原な どで よく 相撲 をと つていた。 そう 

して 着物 を ほころ ばせ たり 向こう脛 をす りむいて は 家 

へ 帰って オナン (おふくろの 方言) にし かられて いた 

ようで ある。 自分な ども 一 度 学校の 玄関の 土間の たた 

のうしんとう 

きに 投げ倒されて 後頭部 を 打って 危うく 脳震盪 を 起こ 

しかけた ことがあった。 



舌 を 上 あごに くつ つけて おいて 舌の 下 面の 両側から 唾 

液 を 小さな 一 一 条の 噴水 の.， y J とく 噴出す る と い う 芸当で 

あった。 口から 外へ 十 センチ メ— トル ほど もこの 噴水 

を 飛ばせる の はみ ごとな ものであった。 一種の グロ テ 

スクな 獣性 を 帯びた この 芸当 だけ はだれ にも まねが で 

きなかった。 これ を 噴き かけられ るの を 恐れて 皆 逃げ 

出した ものである。 

中学 時代に 相撲が 好きで 得意で あ つたよう な 友人の 

大部分 は 卒業後 陸軍へ はいった が、 それが ほとんど 残 

らず 日露 戦役で 戦死して しまって 生き残った 一 人 だけ 

が 今では 中将に なって いる。 海軍へ はいった 一人 は 戦 



しかった ことと、 朝潮と いう 力士の 赤ら顔が 妙に 気に 

なった ことな どが 夢の ように 思い出される だけで ある _ 

高等学校 時代に は 熊 本 の 白 川の 川原で 東京 大相撲 を 

ひたち やま 

見た。 常 陸 山、 梅ケ 谷、 大砲な どもいた ような 気がす 

る。 同郷の 学生た ち 一 同と ともに 同郷の 力士 国 見 山の 

ために ひそかに 力 こぶ を 入れて 見物した ものである。 

ひいきと いう ことがあって 始めて 相撲 見物の 興味が 高 

潮す る もの だとい う ことをこの 時に 始めて 悟った ので 

とぎ や 

あった。 夜 熊 本の 町 を 散歩して 旅館 研屋 支店の 前 を 

通った とき、 ふと 玄関 を のぞき 込む と、 帳場の 前に 国 

見 山が 立って いて 何 かしら 番頭と 話 をして いた。 その 
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